













　方　法：1. 被験者の腰部に歩行定量化ツール Leg LOG を装着し、各５秒間の普通歩行、その直後にストッ
クウォーキング、さらにその直後に普通歩行（計３回の歩行）を実施し、それぞれの歩行時におけ
る重心移動バランス（上下、前後、左右）を測定した。2. 被験者に対して週５日程度のストック
ウォーキングを10分程度実施する。3. 各施設に勤める複数の介護士が、被験者の認知機能および
生活習慣の変化について観察した。
【結　果】
　1. ストック使用前後の上下移動リサージュ波形変化では、認知症患者および一般施設高齢者とも、左右の
ローリング動作に改善が認められた。
　2. 全被験者において、ストック使用後は、使用前に比べ、立脚中期から立脚終期（蹴り出し期）にかけて
の重力加速度の増加が認められた。
　3. ストック使用後の左右加速度には、安定した周期性が認められた。
　4. 介護士による観察から、認知機能や生活状況が改善される傾向が認められた。
【結　論】
　ストックを使用した歩行は、歩行能力を改善し、認知機能や生活行動等にも好影響を与えることが示唆され
た。その理由としては、以前できていた歩行を身体で感じ取ることができたため、意欲的に取り組む意識が生
まれたのではないかと考えられる。
　以上は、ストックウォーキングは、認知症改善に向けた運動プログラムとして有効であると思われる。
高齢者の歩行形態変化が認知機能および生活習慣におよぼす影響
－３ヶ月間にわたるストックウォーキング前後の比較から－
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